
（公益法人〔新公益法人会計基準適用法人〕用）

法人名：

１　法人の概要

２ 役員数 （単位：人）

（各年度７月１日現在）

３ 職員数 （単位：人） （単位：人）

※職員数に派遣労働者は含まない。 （各年度７月１日現在）
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小計② 1 1 1 非常勤（短時間労働） 4

5 5

うち県OB 0 0 0 常勤（フルタイム） 1 1

小計③ 4 4 4

非常勤（短時間労働） 0 0 0 合計（①＋②＋③） 5
正
職
員

常勤（フルタイム） 1 1 1 うち県職員（職専免）

うち県OB 0 0 0

小計① 0 0 0 うち県OB 0

非常勤（短時間労働） 0 0 0 うち県職員（派遣）

うち県OB 0 0 0 非常勤（短時間労働）
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うち県OB 0 0 0 うち県OB 0 0 0
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うち県職員 0 0 0 1 1 1 0 0

3 1 1 1 5 5

1 27 27 29

うち県職員OB 1 1 1 3 3

0

非常勤役員 12 12 14 14 14 14 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

うち県職員OB 0 0 0 0 0

R5

常勤役員 0 0 0 0 0 0 0 0

理事 評議員 監事 計

R5 R6 R7 R5 R6 R7

2652横山　慈識

28,180 千円 ％17.4

http://www.niigata-ot.net/

健康づくり支援課

出捐比率出捐額（千円）

780

R5 R6 R7

長岡市

上越市

1,054

本法人は、臓器の移植に関する法律(平成９年法律第104号)に定める臓器の移植に関する
事業を行い、臓器の機能に障害がある者に対する臓器の機能の回復又は付与に資するた
め、臓器移植のための諸条件整備、援助等を図り、もって新潟県の医療の向上と福祉の増
進に寄与することを目的とする。

設立（出捐）
の

経緯及び経
過

臓器移植の普及啓発は行政と連携して取り組むべき事業であり、県が出捐することは適当と
考えられる。本法人による事業効果は着実に現れており、今後も継続して出捐していくことが
適当である。

主な
出捐者

順位

1

2

設立目的

3

その他

4

ライオンズクラブ国際協会333-A地区キャビ
ネット及び新潟県ライオンズアイバンク協会

％

千円 0.7 ％

千円 0.5 ％

R6 R7

県担当課

HPアドレス

設立年月日

出捐団体名

新潟市中央区新光町４番地１

昭和63年3月1日

Ⅰ 組織点検シート

所在地

基本財産

担当者氏名 内線

公益財団法人　新潟県臓器移植推進財団

代表者職・氏名 理事長　山本　卓

161,917 千円

％

新潟県 千円

1.5

20,500

2,405

県の出捐額に
係る評価額

23,269 千円

新潟市

12.7

千円



４　県職員比率等

※常勤役員平均年収は、役員報酬のほか、常勤役員で職員（事務局長等）を兼ねる者に対する職員分の給与等を含む。

80.0%

職
員

609

役
員

0.0

県職員役員比率 3.7% 3.7% 3.7%

・県職員が４人兼務しているが、派遣で
はなく、職専免によるもの。
・正職員はR元年度から１名。
・正職員の業務を補うためR元から派
遣会社と契約し、事務員１名の派遣を
受けている。

県OB職員比率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0

正職員平均年収

県派遣職員比率 80.0% 80.0%

6,740 6,760 7,369

18.5% 18.5% 0.0

常勤役員平均年収 0 0 0

18.5%県OB役員比率

0.0

（単位：％、金額単位：千円）

R4年度 R5年度 R6年度 前年度比増減 分析・評価

・医師としての専門性に着眼して選任
した結果、保健所長が役員に就任して
いる。
・常勤役員はおらず、役員報酬は支
払っていない。0



（公益法人〔新公益法人会計基準適用法人〕用）

１　決算の推移 （決算日：３月31日）

２　負債の部のうち県の支援状況

00

1,174 791

0

負債の部

0

一般正味財産期末残高

受取補助金等 536 383

0

0

963 ▲7,461

964

0

2,166

貸
借
対
照
表

・流動負債の減は、未払金の減
少によるもの。
・固定負債の減は、退職給付引
当金の減少によるもの。

・基本財産運用益の減は、満期
債券の変更等による債券全体
の利回り減少によるもの。
・事業収益の減は、眼球提供斡
旋事業収益の減少によるもの。
・受取補助金等の増は、日本臓
器移植ネットワーク補助金の増
加によるもの。

・事業費の増は、令和６年９月に
退職した臓器移植コーディネー
ターに係る退職給付費用の増
加によるもの。

・流動資産の減は、令和６年９
月に退職した臓器移植コーディ
ネーターに係る退職給付費用に
よるもの。
・基本財産は、増減なし。

1,175 ▲888

正味財産期末残高 183,481 184,445 176,983 ▲7,462

0

指定正味財産

一般正味財産

負債・正味財産合計

貸付金残高

正
味
財
産
増
減
計
算
書

指定正味財産期首残高 0 0

経常外収益 0 0

2,063

0

指定正味財産期末残高

0

▲8,424

指
定
正
味
財
産

一般正味財産期首残高 181,316 183,481 184,445

当期指定正味財産増減額

▲7,462

0

当期一般正味財産増減額

0

経常外費用 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0

評価損益等 0 0 0 0

当期経常増減額 2,166 963 ▲7,461 ▲8,424

管理費 1,244 1,538 2,310 772

（うち人件費） 0 0 0 0

122

経常費用 14,925 6,207

（うち人件費） 8,053 8,182 12,078 3,896

23,310

受取会費 2,057

その他経常収益

0

889

事業費 13,681 15,565

904

17,103

経常収益 17,091 18,066

13,848 11,660

基本財産運用益

事業収益

特定資産運用益

883

区分

0

前年度比増減

1

834352

15,849

▲55

▲2,217

一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

198,482

R5年度 R6年度

1,005

1

21,000

13,242

183,481

0

0

184,445 176,983

0

0 0

▲2,188

0 0

14,440

5,435

198,885

▲7,462

178,209 ▲20,676

0

0 0 0

分析・評価R4年度 R5年度 R6年度 前年度比増減

176,983

0 0

183,481 184,445

184,445 176,983

0

0

0

▲7,462183,481

10,804 12,028

正味財産の部

固定負債

198,886

流動負債

0 0

資産合計

長期借入金

4,740

15,001

2,100 3,150

0 0

198,483

6,129

178,209

1,226

▲1,474

288 ▲11,740

短期借入金 0

4,197

▲13,214

2,412 938

▲20,677

161,230 161,917 161,917 0

その他固定資産

1,050

171,655 171,196

分析・評価R4年度

資産の部 198,483 198,886 178,209

7,233 7,638

特定資産

Ⅱ　財務点検シート

（単位：千円）

基本財産

公益財団法人　新潟県臓器移植推進財団

▲1,509

▲20,677

固定資産 173,203

25,280 27,231 7,013 ▲20,218流動資産

▲459

法人名：

0 0債務保証残高

損失補償契約に係る債務残高

0 0

0



３　県の財政支出状況

４　主要経営指標

※1　（正味財産の部-不良資産等）／（総資産-不良資産等）

※2　（流動資産-不良債権等）／流動負債

５　決算情報等の開示状況

長短借入金／資産借入金依存度

その他県支出

指定管理料

負担金

委託料

補助金

人件費／総収入

R4年度 R6年度 前年度比増減

▲ 381.3

前年度比増減

0 0

27.8% 28.0% 0.2

0

0

0.0%

0

0

主要経営指標 R5年度

分析・評価

426

R4年度 R5年度

4,648 ▲5485,162

分析・評価

実質自己資本比率 ※1 92.4% 92.7%

0

・眼球斡旋事業収益がコロナ前
の水準に戻ったこと等から安定
してきており、各指標とも好調に
推移していることから、経営状
況は良好と判断する。

実質流動比率 ※2 602.3% 1129.0% 747.7%

4,100

R6年度

0.0%

貸付金 0

0

383

0

342 ▲41 県行財政改革行動計画による
予算の削減により、補助金が41
千円の減、委託料が548千円の
減となった。

0

0

積極的に開示している

開示していない

開示状況

県財政支出／総収入補助金等依存率 32.7%

0 0 0

0

47.1%

6.6

0.0%

99.3%

0.0

人件費比率 45.3% 76.2% 30.9

貸借対照表、財産目録、基本財産
内訳、事業報告、収支計算を財団
ホームページに掲載

決算情報はホームページを活用して一
般に公開しており、必要な開示の取組
を行っていると評価する。

開示方法 担当部局の評価

〇



（公益法人〔新公益法人会計基準適用法人〕用）

１　政策目標（県）

２　政策目標達成に向けた県と法人の役割分担

Ⅲ　事業点検シート

法人名：公益財団法人　新潟県臓器移植推進財団

○県民に対する臓器移植の普及啓発を実施し、臓器提供意識の醸成を図る。
○医療機関に対する普及啓発を実施し、移植医療を円滑に実施するための環境作りを行う。

県の役割 法人に期待する役割

【参考】 県の政策目標に係る成果指標　　※ 法人業務に限らず各種県施策等も含めた総合的な成果指標

指標を掲げる計画等の名称

第７次新潟県地域保健医療
計画（令和６年３月策定）

法人に委ねる理由 説明

県が直接実施するよりも効果的・効率的に事業実施可能
　県内唯一の臓器移植コーディネーター設置法人であり、
全県の医療機関の環境づくりのために医療従事者との連
携体制を構築するなど、専門性の高い業務を行っている。
　また、眼球のあっせん許可を厚労省から許可を受けてい
るのは県内で当財団のみであり、県が実施することは困
難。

成果指標（達成目標） 目標値 最新値

〇移植普及・体制整備
　・臓器移植普及啓発事業
　・臓器移植体制整備
　・県の臓器移植コーディネーター設置業務の受託
　・献眼希望者登録・管理
　・眼球のあっせん

移植医療・腎不全対策に関する施策の展開とし
て、以下のように記載している。
（１） 臓器等の提供に関する普及啓発・環境整備
（ア） 公益財団法人新潟県臓器移植推進財団及
び患者団体等との連携のもと、県民に対し健康
保険証などに臓器提供意思を記入いただくよう
普及啓発を図ります。
（イ） 新潟県臓器移植コーディネーターによる普
及啓発活動を推進します。
（ウ）救急部門などの部署を持つ病院に院内コー
ディネーターを委嘱し、院内において無理なく臓
器提供意思の確実な反映が図れるよう、より充
実した院内システムの構築に邁進します。

その他

〇臓器移植医療の推進
　・移植普及啓発事業費補助金の交付
　・県臓器移植コーディネーター設置委託
　・院内コーディネーター設置事業の推進
　　（院内コーディネーター委嘱・研修の実施）

〇 県が直接事業実施することが困難

- -



３　主な事業の実施状況

1

2

3

４　県が期待する効果の実現

本県の臓器提供割合は全国
平均以上となっている。今後
も、継続的に活動し臓器移
植への意識を喚起する必要
がある。

主な実績（アウトプット）事業費（千円）

医療機関に
おける体制
整備

臓器移植提供者の意思が迅速
に臓器移植コーディネーターに
伝達されるよう、県が移植した
院内コーディネーターに対し、研
修会を実施

0

臓器提供者の意思が迅
速に臓器移植コーディ
ネーターに伝達されるよ
う、知事が委嘱した院内
コーディネーターに対し、
Web研修を行った。（参加
人数38人）

十分実現している

R6

評価結果 評価理由

今後とも提供（移植）希望者
の適切な管理を行っていくと
ともに、提供事案発生時に
迅速に対応できるよう関係
機関（医療機関、警察等）と
引き続き連携していく。

事業名 事業概要

2.4

　本県の人口100万人あたりの臓器提供数は全国上位であること
や、病院内における院内コーディネーターも増加しており、臓器移植
の普及に向けた成果を出していると評価している。〇 概ね実現しているが未実現の部分がある

事業の評価、今後の方向性

県民への普
及啓発

県民に向けて臓器移植の普及
啓発のための取組を実施

2,516

・大学、専門学校等に臓
器移植コーディネーター
を派遣（派遣数4校、受講
者173名）
・「臓器移植普及推進月
間」に合わせて、ＦＭラジ
オ番組を放送。
・普及啓発資材等の配付

≪指標の選定理由、目標値の設定根拠、当該指標と県の政策目標（成果指標）との関係性≫
・臓器移植法第３条及び第17条の２において、国及び地方公共団体は、移植医療についての普及啓発に努めることが
責務として規定されており、本県の「第７次新潟県地域保健医療計画（平成30年３月策定）」においても、臓器等の提供
に関する普及啓発・環境整備に向けた施策を展開することとしている。
・ そのため、県では、新潟県臓器移植推進財団と連携し、県民に対する普及啓発活動や、医療機関内において、院内
体制の整備に努めてきた。
・ 普及啓発の結果、県内での臓器提供にいかにつながったかを測る指標として本指標を設定。

　【政策目標の考え方】
　過去10年間における全国の人口100万人あたりの臓器提供数は、約１人（県内は平均２人程）であり、それを上回るこ
とを目指すため、３名を目標値として設定。

臓器移植に係る普及啓発 人口100万人当たりの臓器提供者数
目標 3.0

円滑な臓器提供のために
は、院内コーディネーターの
資質向上が不可欠なため、
継続的に実施する必要があ
る。

眼球あっせ
ん事業

眼球提供（移植）希望者の募
集・登録や、提供事案発生時に
おける提供者家族や医療機関
等との連絡調整等を実施

252

・献眼登録申込書の作
成、医療機関等へ配付
（9,330部）
・眼球摘出医療機関への
助成（２病院）
・献眼登録者（95名）

3.0 3.0

実績 3.1 4.2

実現出来ていない

県が期待する役割 効果測定指標 R4 R5



法人名：

１　委託料 （単位：千円）

うち県派遣
職員人件費

うち一般財
源

5,162 4,648 4,100 3,895 3,895

5,162 4,648 4,100 0 3,895 3,895
0 0 0 0 0

うち県派遣
職員人件費

うち一般財
源

２　貸付金 （単位：千円）

うち一般財
源

1

2

0 0 0 0 0

３　補助金・負担金 （単位：千円）

うち県派遣
職員人件費

うち一般財
源

1
新潟県臓器移植推進財団移植普及啓
発事業補助金

426 383 342 0 324 324 健康づくり支
援課

2

3

4

5

426 383 342 0 324 324

R6 R7(予算)
担当課

名

補助金・負担金決算額

事　　業　　名
期間

(長期or短期)
償還期間（期限） 事　　業　　概　　要 R4

公益財団法人　新潟県臓器移植推進財団

事　　業　　名 委託内容 根拠法令
委託形態
(入札or随

契)

Ⅳ 県支出金整理シート（該当ある法人のみ作成）

R5

随意契約で委託している理由（具体的に記載）
担当課

名R4 R5 R6 R7(予算)

委託料決算額〔下段：再委託の額〕

　全県の臓器移植普及啓発・移植医療体制整備を包括
的に実施している唯一の団体であり、臓器移植コーディ
ネート業務に必要な専用車両の配備等、施設環境も整
備されているため。

健康づくり支
援課
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財団が行う臓器移植の普及啓発事業について補助を
行う。



（公益法人〔新公益法人会計基準適用法人〕用）

１　法人の課題とその解決に向けた取組状況

現状を法人と共有しながら、引き続き、連携して上記課題の解決に取り組む。

財務の課題
（現状分析）

・眼球斡旋手数料収入が令和３年度からコロナ前の水準に戻り、増加傾向にある。
・主な収入源の眼球斡旋手数料や補助金に依存しているため、安定的な事業遂行に
向けた自主財源を増やしていく必要がある。
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取組実績
（進捗状況）

臓器移植に関する意識啓発として以下を実施している。
・県内大学、専門学校等の学習会に臓器移植コーディネーターを派遣し、臓器移植に
関する授業を実施（４校、受講者173名）。
・「臓器移植普及推進月間」に合わせて、FMラジオ番組を放送。
・成人式等で臓器提供意思表示リーフレットや献眼登録申込書等を配布。

今後の取組

・新潟県腎臓病患者友の会、新潟県ライオンズ・アイバンク協議会及び市町村等と協
力しながら、上記取組を引き続き行う。
・啓発方法等について、より多くの県民が臓器移植に関心を持っていただけるよう、当
該財団と協議をしながら工夫していく。

Ⅴ　課題整理シート

法人名：公益財団法人　新潟県臓器移植推進財団

組織の課題
（現状分析）

事務処理を行う専従職員を雇用する経営体力は無いため、派遣会社の職員に作業補
助を行ってもらっているが、事務処理に遅延が生じないよう環境整備を進める。

取組実績
（進捗状況）

日常業務について、手順書の作成による業務の見える化や業務の効率化に取り組ん
でいる。

・日常業務における経費削減のほか、企業や医療機関等へ寄付の呼びかけを行って
いる。
・R元年度から県庁（本庁、地域機関）向けに寄付を依頼、R2年度から魚沼基幹病院、
R5年度から長岡赤十字病院と眼球あっせん契約を締結し、新たな収入の確保に努め
ている。

移植医療に対する関心をもっていただき、臓器移植を推進するため継続して啓発活動
を行う必要がある。

事業の課題
（現状分析）

取組実績
（進捗状況）

今後の取組
引き続き、経費の削減や安定した財源の確保に取り組み、適切な財務状況の維持に
努める。
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２　県として法人に対する今後の運営指導方針

【参考】 令和元年度（「新潟県行財政改革行動計画」始期）以降の県関与の見直し状況

　安定的な事業運営に向け経費の見直しや、新たな収入の確保など財務体質の強化に向けた取組が必要
であるとともに、臓器移植の普及啓発に向けた取組を引き続き進めていくことが必要。

経営評価委員会の意見によらず行った見直し
《令和元年度》
　財団への補助金（新潟県臓器移植推進財団移植普及啓発事業補助金）の補助率について、4/5と高率で
あったため、行財政改革行動計画の趣旨を踏まえ、R2年度予算編成において、補助率を1/2に見直した。
《令和２年度以降》
　上記行動計画に従い、令和３年度予算編成においても財団への県支出金（補助金、委託料）を削減
　　【補助金】R2：562千円　→　R3：449千円　　【委託料】　R2：5,992千円　→　R3：5,718千円
　　【補助金】R3：449千円　→　R4：426千円　　【委託料】　R3：5,718千円　→　R4：5,162千円
　　【補助金】R4：426千円　→　R5：383千円　　【委託料】　R4：5,162千円　→　R5：4,648千円
　　【補助金】R5：383千円　→　R6：342千円　　【委託料】　R5：4,648千円　→　R6：4,100千円


